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ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
Rは

特 集
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
び
の
宝
庫！



ブラインドサッカーRは
コミュニケーションの学びの宝庫！

特
集

提供：日本ブラインドサッカー協会

（
注
１
）
広
く
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
表
す
言
葉
。

（
注
２
）
視
力
がLogM

ar2.60 （0.0025

）
よ
り
低
い

状
態
。
視
覚
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
３
つ

の
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
最
も
見
え
に

く
い
B
１
ク
ラ
ス
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ブラインドサッカーとは
日本ブラインドサッカー協会 公式HP
https://www.b-soccer.jp/blind_soccer

そのほか、ブラインド
サッカーの詳しい情報
はこちらのQRコード
から！

世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
私
た
ち
の
生
活
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
て

か
ら
約
３
年
が
経
ち
ま
す
。
と
く
に
初
期
に
お

い
て
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
求
め
ら
れ
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
大
幅
に
増
え
る
な
か
で
、
そ
れ

ま
で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
こ
と
が
急
に
回
ら
な

く
な
っ
た
り
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
た
り
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

難
し
さ
を
再
確
認
し
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
族
に
限
ら
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
親
し
い
友

人
な
ど
、
距
離
が
近
い
か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。

す
こ
し
ず
つ
感
染
拡
大
前
の
生
活
に
戻
り
つ

つ
あ
る
い
ま
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か

せ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
、『
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
』

を
通
し
て
い
ま
い
ち
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
も
そ
も

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
っ
て
な
に
？

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
以
外
が
ア
イ
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
プ
レ
ー
す
る
５
人
制
の
サ
ッ
カ
ー
で

す
。
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
（
注
１
）
の
一
種
で
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

選
手
た
ち
は
転
が
る
と
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
音

が
鳴
る
特
殊
な
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
、
ゴ
ー
ル
裏

に
い
る
ガ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
味
方
の
指
示
を
頼

り
に
得
点
を
目
指
し
ま
す
。
国
際
大
会
の
ル
ー

ル
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
参

加
で
き
る
の
は
全
盲
の
人
（
注
２
）
の
み
で
、

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は
弱
視
者
か
晴
眼
者
（
見
え

る
人
）
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
な
の
？

今
回
の
テ
ー
マ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
。
な
の
に
な
ぜ
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
な
の
か
？　

そ
う
思
っ
た
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

目
隠
し
を
し
た
状
態
で
行
う
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
は
、
選
手
同
士
で
は
「
い
ま
自
分
が

ど
の
位
置
に
い
る
か
」、
選
手
と
キ
ー
パ
ー
・

ガ
イ
ド
の
間
で
は
「
ゴ
ー
ル
ま
で
ど
れ
く
ら
い

の
距
離
が
あ
る
か
」
と
い
っ
た
情
報
を
、
言
葉

で
伝
え
合
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
が
大
事
な
試
合
中
は
簡
潔
さ
が
求

め
ら
れ
る
一
方
で
、
き
ち
ん
と
し
た
連
携
の
た

め
に
は
正
確
さ
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
上
手
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須
の
競
技
で
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
競
技
を
通
し
て
新
た
な
視

点
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
上
記
Q
R
コ
ー
ド
参
照
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
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小
平
市
と
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の

意
外
な
カ
ン
ケ
イ

日
本
初
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
専
用
コ
ー

ト
が
小
平
市
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た

か
？　
「
M
A
R
U
I 

ブ
ラ
サ
カ
！
パ
ー
ク
」

は
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

２
面
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
専
用
コ
ー
ト

で
、
小
平
市
花
小
金
井
の
マ
ル
イ
研
修
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
選
手
た
ち
は
、
通
常
の
フ
ッ
ト
サ

ル
コ
ー
ト
を
使
用
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
ト
に
必
要

不
可
欠
な
サ
イ
ド
フ
ェ
ン
ス（
写
真
参
照
）を
設

置
す
る
の
に
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
常
設
の
コ
ー
ト
で
は
そ
れ

ら
を
行
う
必
要
が
な
い
た
め
、
選
手
や
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
が
か
な
り
軽
減
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
「
M
A
R
U
I 

ブ
ラ
サ
カ
！
パ
ー

ク
」
で
行
わ
れ
た
女
子
日
本
代
表
強
化
指
定
選

手
た
ち
の
練
習
に
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
探
し
も
兼
ね
て
行
っ
て
み
ま

し
た
。

見学に
行って

きまし
た！

大通りから一本入ったところにあるコートは、住宅街からもすこし離れているためとて
も静かで、集中して練習ができそうな環境という印象を受けました。

ストレッチやダッシュなどのウォーミングアップから始まり、パス練習、パスからの
シュート練習と、ひとつひとつのメニューをストイックにこなしていく選手たち。「見える
人が守っているゴールに、見えない人がシュートを決めるなんてほんとにできるの？」と
思っていましたが、実際にゴールキーパーがいる状態でゴールポストの隅を狙ったシュー
トが綺麗に決まるのを見ると、簡単ではないもののまったく不可能なことでもないんだと
いうことがよくわかりました。

いちばん印象的だったのは、コーチから選手に、あるいは選手同士で「声を出す」「自分
がどこにいて、これからどこに行くかを伝える」ことを徹底するよう頻繁に声かけを行っ
ていたことです。これだけ声をかけあうことが重要な競技で、そしてそのことを誰よりも
よく理解している選手でも、競技に集中していると声を出すことを忘れてしまうことも
あるのだな、と思いま
した。

日 常 生 活 に お い て
も、「これくらいわか
るだろう」と思って言
葉や説明を省いてしま
う場面が多々ありま
す。情報をこまめに伝
え合い、それを意識し
続けることの大切さを
感じました。

腰上の高さのサイドフェンス
が設置されたコート

女子日本代表強化指定選手の練習風景
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そ
れ
で
は
、
実
際
に
現
場
に
い
る
方
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
ブ
ラ
イ

ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
男
子
日
本
代
表

チ
ー
ム
、
女
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
、
育
成
部
を

統
括
さ
れ
て
い
る
魚
住
稿
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

日本ブラインドサッカー協会
ハイパフォーマンス・ディレクター 兼 育成部長

魚住 稿 （うおずみ こう）さん

元ブラインドサッカー男子日本代表チーム監督。
2005 年、八王子盲学校の体育教員時代にブラインド
サッカーに出会う。2008 年から代表チームの強化部
スタッフ、監督、育成部部長経験を経て、2022 年４
月に協会のハイパフォーマンス・ディレクターに就任。

　選手たちを指導するうえで意識している
ことについて教えてください。

　私たちは、情報の約 80％を視覚から得
ているといわれています。選手たちは視覚
以外から得られる情報を頼りにプレーをし
ますが、それだけではどうしても情報が不
十分になるため、足りない情報を補完する
ということを強く意識して指導をしていま
す。
　指導のときに気をつけていることは、情
報を与えすぎないようにすることです。全
ての情報を補完しようとすると、なにをい
ちばん伝えたいかがわからなくなってしま
うからです。伝える情報とそうでない情報
のバランスに気を配っています。

いちばん伝えたいことはなにか？
について考える

POINT

　練習の見学に行った際、ガイドがゴール
までの距離や方向を具体的な数字で選手に
伝えている光景を目にしました。
　客観的な指標で情報を伝達することは、
ミスコミュニケーションを防ぐ効果があり
そうですが、例えば、長さなどは共通の認識
のようでいて実はその感覚は人によってす
こしずつ異なっているようにも思います。
　事前に感覚のすり合わせを行うのか、ひ
とりひとりの感覚をこちらが理解しておく
のか、どのように対処しているのでしょう
か。

　感覚の違いを解決することが、ミスコミュ
ニケーションを減らすということです。
　選手たちに “1.5 ｍ” という距離間が大
事だと教えています。ディフェンスでは、
相手が選手と選手の間をすり抜けていって
しまうことがある。２人の選手がそれぞれ
真横に腕を伸ばしたときに指先が触れ合う
くらいの距離にいれば、突破しようとする
相手の存在に気づくことができる。水平に
あげたときの腕の長さはだいたい 80cm、
それが２本でだいたい 1.5 ｍになるので
1.5 ｍの距離間隔が大事なのです。数字自
体は 1.4 でも 1.6 でもかまわない。
　大切なのは、目的がなにかをはっきりさ
せることです。なんのためにその距離を伝
えるのかを考えたら、距離が正確かどうか
はそこまで重要ではないですよね。

なにを伝えるかについて考えるとき、
なんのために伝えるかについても考えてみる

POINT

提供：日本ブラインド
サッカー協会
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小
平
市
で
行
わ
れ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

体
験
会
に
参
加
し
た
の
は
、令
和
４（
2
0
2
2
）

年
の
３
月
の
こ
と
で
し
た
。
目
隠
し
を
し
た
相

手
に
、
ボ
ー
ル
を
手
で
転
が
し
て
パ
ス
を
す
る

練
習
の
途
中
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
何
気
な

く
口
に
し
た
「
ボ
ー
ル
を
転
が
す
人
は
こ
れ
か

ら
転
が
す
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、
受
け
る
側
は

準
備
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。」
と
い

う
言
葉
に
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。
転
が
す
意
思

と
受
け
取
る
意
思
が
あ
る
こ
と
が
お
互
い
に
わ

か
っ
て
、
初
め
て
ボ
ー
ル
を
転
が
す
こ
と
が
で

き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
改
め

て
理
解
し
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
体
験
を
契
機
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
考
え
直
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

今
回
の
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様

に
も
何
か
気
づ
き
や
発
見
が
あ
れ
ば
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　ブラインドサッカーを知らない人に、こ
れだけは伝えたい！これが魅力です！とい
うことを教えてください。

　自宅でできるブラインド体験があれば教
えてください。

　これだけはと言われると難しいですが
（笑）「価値観が変わります」ということが
いちばん伝えたいことですかね。
　視覚障がい者と聞くと社会的には弱者で
あるというイメージがある方も多いと思い
ますが、一度プレーを見ると我々には到底
できないことをやっていることがわかり、
そこで価値観がガラリと変わります。
　見えることが当たり前という社会になっ
ていますが、それはただ見える人の数が多
いからであって、少ない人が生活しにくい
ままの社会でいいのかということを考える
きっかけにもなります。
　ブラインドサッカーは、価値観を変える
きっかけになるツールのひとつであり、そ
れはいろいろなところにあると思えば、価
値観の変革はいろいろなところで起きてく
るのではないかと思います。

　手軽にできる方法としては、アイマスク
をつけてご飯を食べるというものがありま
す。その際、調理されている段階からアイ
マスクをつけておくことが大事です。味や
食感だけでは意外とどんな料理かわから
ず、食べるという行為ひとつとっても、味
覚だけで行っているわけではないんだなと
いうことがよくわかります。
　食事の前に写真を撮っておくと、アイマ
スクを外したときに想像していたものと実
際の様子とが結構違っている、という体験
もできます。
　目で見て楽しんでいる面もあるのだなと
わかると、味覚の感じ方が変わってきたり、
食べ方にもっと意識が向くようになったり
します。
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『
パ
パ
イ
ヤ
・
マ
マ
イ
ヤ
』

�

乗
代
雄
介　
著

「
パ
パ
、
イ
ヤ
」
と
「
マ
マ
、
イ
ヤ
」
な

２
人
の
少
女
は
、
何
の
し
が
ら
み
も
な
く

共
通
点
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ

か
ら
こ
そ
、
純
粋
に
心
を
通
わ
せ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
お
じ
い
さ
ん
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
、
そ

し
て
彼
ら
と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
出
来
事

が
、
互
い
の
生
活
に
向
き
合
う
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
お
の
お
の
自
分
な
り
の
答

え
に
た
ど
り
着
く
変
化
の
過
程
は
、
人
間

関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
る
幅
広

い
人
に
響
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 　

文
中
に
登
場
す
る
椎
名
林
檎
さ
ん
の
楽

曲
は
、
２
人
を
勇
気
づ
け
る
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
で
は
ぜ
ひ
「
人
生
は
夢
だ
ら
け
」
を
聴

き
な
が
ら
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
。 

 

小
学
館　
１
６
０
０
円
＋
税

本・映画・ドラマの中の

男女共同参画

『
男
子
が
10
代
の
う
ち
に

考
え
て
お
き
た
い
こ
と
』（岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）

�

田
中
俊
之　
著

10
代
男
子
の
ボ
ク
は
、
幼
稚
園
ま
で
は

「
男
子
だ
か
ら
」
を
感
じ
な
か
っ
た
。
小
学

校
で
は
強
い
女
子
に
圧
倒
さ
れ
、「
男
は
泣

か
な
い
！
」
と
先
生
に
も
言
わ
れ
て
嫌
だ
っ

た
。
中
学
・
高
校
と
部
活
は
し
な
い
が
友
達

は
い
る
し
、
勉
強
も
家
事
も
し
て
い
る
。
両

親
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
忙
し

い
。
伯
父
は
三
日
三
晩
、
寝
な
い
で
働
い
た

こ
と
を
自
慢
す
る
が
、
理
解
不
能
。
叔
母
は

昇
進
で
悩
み
、
家
事
分
担
で
嘆
く
。

ボ
ク
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、「
男
の
生
き
に

く
さ
」
や
社
会
の
こ
と
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
し
て
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
道
を
考
え
て
い
き
た

い
。
10
代
な
ん
だ
か
ら
、
間
に
合
う
と
思
う
。

 

岩
波
書
店　
８
０
０
円
＋
税

『
存
在
の
な
い
子
供
た
ち
』

（
監
督
）
ナ
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
バ
キ
ー

レ
バ
ノ
ン
で
生
ま
れ
た
ゼ
イ

ン
に
は
誕
生
日
が
な
い
。
両
親

が
出
生
届
を
出
さ
な
か
っ
た
た

め
に
自
分
の
年
も
定
か
で
は
な

い
。
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
で
雑
魚

寝
す
る
幼
い
妹
た
ち
も
当
然
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。
子
ど

も
へ
の
愛
も
責
任
も
な
い
両
親
の
元
で
、
そ
れ
で
も
ゼ
イ

ン
と
小
さ
な
妹
た
ち
は
生
き
て
い
く
。
ゼ
イ
ン
は
た
だ
親

の
言
う
通
り
小
さ
な
コ
ン
ビ
ニ
の
力
仕
事
で
一
日
を
終
え

る
。
も
ち
ろ
ん
学
校
な
ん
か
行
っ
て
い
な
い
。

彼
が
今
心
配
し
て
い
る
の
は
仲
の
い
い
妹
、
サ
ハ
ル
の

こ
と
。
隣
で
寝
て
い
る
サ
ハ
ル
の
寝
床
に
血
の
染
み
が
つ

い
て
い
た
の
を
ゼ
イ
ン
が
見
つ
け
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
が

サ
ハ
ル
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
ゼ
イ
ン
は
知
っ
て

い
る
。
サ
ハ
ル
に
目
を
つ
け
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
の
主
人

が
、
彼
女
を
妻
に
し
よ
う
と
両
親
の
元
に
や
っ
て
く
る
の

だ
。
ゼ
イ
ン
は
妹
の
下
着
を
水
で
洗
い
隠
そ
う
と
す
る

が
、
目
ざ
と
い
母
親
に
見
つ
け
ら
れ
、
サ
ハ
ル
は
男
の
妻

に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
小
さ
な
体
で
妹
を
守
ろ
う
と
し

た
ゼ
イ
ン
は
怒
り
の
あ
ま
り
部
屋
を
飛
び
出
し
た
。
そ
の

後
、
再
び
戻
っ
た
ゼ
イ
ン
は
、
サ
ハ
ル
が
身
分
証
明
書
が

な
い
ば
か
り
に
若
す
ぎ
る
妊
娠
で
命
を
落
と
し
た
こ
と
を

知
る
。
ゼ
イ
ン
は
男
を
刺
し
捕
ま
っ
て
し
ま
う
。

収
監
さ
れ
た
少
年
刑
務
所
か
ら
、
テ
レ
ビ
局
に
か
け
た

電
話
で
ゼ
イ
ン
は
、「
面
倒
も
見
ら
れ
な
い
の
に
自
分
を

生
ん
だ
両
親
を
告
訴
し
た
い
」
と
訴
え
た
。
そ
れ
は
生
き

延
び
る
た
め
に
次
々
子
ど
も
を
生
む
大
人
た
ち
へ
の
、
究

極
の
抗
議
だ
っ
た
。 

（N
etflix

）

＊
令
和
５
年
３
月
現
在
の
情
報
で
す
。
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編
集
後
記

広報誌『ひらく』の
バックナンバーはこちら→

●　

大
学
卒
業
前
、
最
後
の『
ひ
ら
く
』に
な
り
ま
し
た
。
２
年
間『
ひ

ら
く
』の
編
集
に
携
わ
っ
て
自
分
の
意
見
が
形
に
な
る
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の
方
や
お
世
話
に
な
っ
た
市

役
所
の
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
Ｓ
・
Ｔ
）

●　

特
集
を
担
当
し
ま
し
た
。
も
や
も
や
〜
と
し
た
ま
ま
投
げ
た
企
画
案

が
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
の
お
か
げ
で
き
ち
ん
と
し
た
形
に
な
り
ま

し
た
。
取
材
に
真
摯
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
皆
様
、
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
く
だ
さ
っ
た
制
作

会
社
の
皆
様
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推

進
課
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
謝
辞
と
い
う
も
の
は
本
当
に
素

直
な
気
持
ち
で
出
て
く
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。�

（
並
木
）

地域交流コミュニティテラス VILLAGE GREEN ビレッジグリーン
ビレッジグリーンはグリーンロード（小平市を１周する緑豊かな遊歩

道）沿いにあり、小平ふるさと村の斜向かいにあります。お店のスタッ
フは皆、障がい者通所施設リズム工房の「キラキラ人形劇団」に所属す
る若者たちです。人形劇の公演は幼稚園等に招かれ行うことが多いので
すが、お店の中でも舞台設営できるようになっており、地域の一芸さん
たちとのコラボ公演をすることもあります。
そのような活動をしている彼らだからこそ、丁寧で一生懸命な接客に

心がほっこりしてきます。注文の取り方にもひと工夫があり、お客さん
とスタッフたちの楽しいコミュニケーションが自然に生まれます。昨今
の“何事も迅速かつ効率重視”の流れとは全く違った“贅沢で優雅ない
こいの時間”が過ごせるステキなカフェです。
リズム工房所長の宮山さんは、「地域の方との交流を図ることを主た

る目的としていて、こんな若者たちがいてくれて嬉しい、こんな場所が
あって良かったと思われる居心地のいい場を作っていきたい。」と語って
いました。
おまけですが、お店からの眺めも最高ですし、飲み物もとって

も美味しいですよ。口直しのハーブティのサービスもなかなかで
す。ぜひ、皆さまお立ち寄りくださいませ。

地域交流コミュニティテラス VILLAGE GREEN ビレッジグリーン
営業時間：10：30〜15：30　 　 定休日：土日祝日、雨の日
所 在 地：小平市天神町３-７-１ 　 ＴＥＬ：042-318-5297
小平ふるさと村で催物がある場合など、土日に開くこともあります。

皆さんの声をお寄せください。
『ひらく』を読んでの感想やご意見など、以下のメールアドレスやホーム
ページからお寄せください。今後の企画の参考にさせていただきます。

●市民協働・男女参画推進課へメール
kyodo-danjo@city.kodaira.lg.jp

●小平市ホームページ
→『ひらく』のページ
→メールでのお問合せ

ひ
ら
く
の
目

男女共同参画センター “ひらく”、公民館（11館）、図書館（11か所）、地域センター（19館）、
大学（6か所）、福祉会館、市民総合体育館、児童館（3館）、市内保育園、幼稚園、健康センター、
健康福祉事務センター、市役所、東部・西部出張所、郵便局（17か所）、市内各駅（7か所）、
ふれあい下水道館

小 川 町 手作りクッキーの店 歩、商工会館、JA 東京むさし、小平警察署、
小平消防署小川出張所、南台病院、和食処 楠

小川西町 佐野商店、たましん小平支店、NMC ギャラリー、小川ホーム
小川東町 ギャラリー青らんぎ
上水本町 アトリエ・パンセ
学園西町　ビューティーサロン サンローズ、梁里館、美容室ヘアーグラシュ、本間歯科、

ヘアーサロン サンライズ、笹間住宅資材、学園接骨院、国際交流協会、
しらき鍼灸治療院

学園東町　日本堂文具店、梅の里、アクティブスタジオ、りそな銀行小平支店、
おだまき工房、きそ歯科クリニック、ふく歯科、寝具センター丸新、
美容室Je、とりあん、お化粧のしのざき、Kimamaya T&K、
宮鍋園本店、レンタル BOX 学園坂

仲　　町　小平消防署
鈴 木 町　eggg Cafe
天 神 町　ビレッジグリーン
美 園 町　多摩済生病院、カフェラグラス、珈琲の香、POEM、永田珈琲、

ルネこだいら、子育てサポートきらら、アンデスの家ボリビア
大 沼 町 ガスミュージアム
花小金井 公立昭和病院、Cafe & Deli hug、

Tacos Mercado、上原薬局２丁目店

ぽ え む

ひらくは ココ にあります。

ビレッジグリーン

小平ふるさと村西武新宿線

←小平駅

花小金井駅→

グリーンロード

青梅街道

新
小
金
井
街
道 公立昭和病院

天神町１

表
紙
の
写
真
が
ビ
レ
ッ
ジ
グ
リ
ー
ン
で
す
。

撮
影
：
長
塚�

秀
人
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kodaira no hito

『ひらく』は男女平等な社会、だれもが生きやすい社会、住みやすい地域を作るための広報誌です。公募市民が企画・編集をしています。

玉川上水緑道を拠点に
自然・人・アートを結ぶ

こだいらのひと
kodaira no hito

崎
さき

谷
や

未
み

央
お

 さん

令和５年度 小平市男女共同参画推進実行委員 募集！
男女共同参画を進めるため、広報誌『ひらく』の企画・編集、講演会の企画・運営など

の活動をしていただける方を募集します。任期は令和６（2024）年３月末までです。
対　　象　⃝市内在住・在勤・在学の方（経験は問いません）

⃝月１～２回の会議（平日または土曜日の昼間に開催）に年に半数以上参加できる方
募集期間　令和５年４月５日（水）～４月 28 日（金）
応募方法　下記の必要事項をご記入のうえ、郵便・FAX・メールで応募先へ。

①氏名（ふりがな）　②住所　③生年月日　④電話番号　⑤メールアドレス
⑥応募動機（400 字程度）

応 募 先　小平市 地域振興部 市民協働・男女参画推進課 男女共同参画担当
詳細は市報４月５日号または小平市ホームページをご覧ください。

ひらく 第52号
令和５（2023）年

３月発行

発行/小平市地域振興部市民協働・男女参画推進課
☎ 042-346-9618　FAX 042-346-9575
　kyodo-danjo@city.kodaira.lg.jp

企画・編集/小平市男女共同参画推進実行委員会
安食世津子　　高浜　志織　　並木　栞里
岡　　武左　　竹田　雪美　　宮川　和之
笹尾かをる　　谷原　裕子
髙橋　雅子　　中村　幸世

ART CAMP VILLAGE in KODAIRA で
演奏するロバの音楽座

崎谷未央さんは、編集制作アイモ
という屋号でガイドブック・雑誌の
企画編集や社長インタビューなどの
仕事をしながら、まちづくりの活動
をしています。令和４（2022）年

11月には玉川上水沿いのキャンプ場に１泊してアート体験
をする “ART CAMP VILLAGE in KODAIRA” を企画・運
営し、同時開催したマルシェには1200人以上が来場しまし
た。今では地域のさまざまな人とつながり、活動をしてい
る崎谷さんですが、６年前までは人脈も知識もなかったと
いいます。

崎谷さんは出版社等に勤務した後、平成25（2013）年、
女性３人で起業して広告・制作会社をつくりました。しか
し、子育てをしていたのは崎谷さんだけ。業務量が増える
につれ気持ちも体力もついていけなくなり、わずか３年で
退社することになります。「仕事が大好きだったので、会社
を辞めてからは自分には何も残っていない気分でした。当
時はやりたいことが分からなくて辛かった。」

そんなとき、市報で小平市に観光協会ができ、市民向け
講演会が開催されることを知ります。これだ！と思い、
さっそく講演会に出席。いくつかの幸運に恵まれて、平成
28（2016）年からこだいら観光まちづくり協会で働き始
めます。それ以降は観光でまちを活性化させるという発想
に夢中になり、協会を辞めたあともさまざまな形でまちづ
くりに関わっています。

崎谷さんが特に魅力に感じているのが玉川上水緑道で
す。令和２（2020）年に水と緑の道アートウォークプロ
ジェクトを立ち上げ、玉川上水緑道を拠点に自然・人・
アートを結ぶ活動を始めます。それを体現したのが “ART 
CAMP VILLAGE in KODAIRA” です。玉川上水を借景に、
全国で活躍するロバの音楽座や地域クリエイターと一緒に
素敵な舞台とイベントを作り上げました。
「玉川上水は水と緑の道。それがアートを育む場となって

います。そんな素敵な道を通して人と文化、自然をつない
でいきたい。」と崎谷さんは話します。

第26回　女
ひと

と男
ひと

のフォーラム

男性学から『らしくあれ』にモノ申す

　『男子が10代のうちに考えておきたいこと』（岩波書店）、『男が働かない、いいじゃない
か！』（講談社）などの著者であり、男性学を研究している田中俊之さんは、仕事も家事
も子育てもしています。
　昔から「男は仕事、女は家庭」と言われてきましたが、今はそれでは成り立たない社
会。アンコンシャス・バイアスによる思い込みを取り払って、「男も女も、仕事も家庭
も」へと変わっていき、だれにとってもよい生き方ができるように、働き方、男女の賃金
格差、子育て、地域とのかかわり方など、実例をあげて分かりやすく講演されました。
　幅広い年齢の方々が、会場とオンラインで参加し、時には笑いながらも熱心に耳を傾け
ていました。

令和５（2023）年２月12日（日）小平市中央公民館ホール
講師　田

た

中
なか

俊
とし

之
ゆき
さん　大妻女子大学人間関係学部准教授
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